参考様式
森林循環利用促進事業（皆伐・再造林補助）実施に係る協定書
　森林経営計画作成主体　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と連携施業主体　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 （以下「乙」という。）との間において、甲、乙が実施する森林循環利用促進事業〔皆伐・再造林補助〕（以下「事業」という。）に関し、事業の目的を達成するため、次のとおり協定を締結する。
（協定の対象とする森林）

第１条　協定の対象とする森林は、甲が森林経営計画の認定を受け、甲乙が連携して事業を実施する森林（別紙）とする。
（協定の期間）
第２条　本協定の期間は、次のとおりとする。

　　　　令和　　年　　月　　日　から　令和　　年　　月　　日

　　　
（事業の実施）

第３条　本事業は、甲が森林経営計画の認定を受け、甲及び乙が施業を分担及び施業内容等を記載した事業計画書（様式１別紙施業別計画内訳書に同じ）を作成し、これに基づき連携して事業を実施するものとする。
２　本事業の円滑な実施及び事業効果の確保を図るため、甲及び乙は、連絡調整を密に行う。

（当事者の義務）
第４条　甲及び乙は、それぞれ各号に定める義務を負い、誠実に履行するものとする。
（1） 甲の義務

　　ア　前条第１項の事業計画及び当該事業で定めた施業を確実に実施すること。

（２）乙の義務
　　ア　事業計画の作成にあたっては、甲にその内容を示し承諾を得ること。

　　イ　事業計画で定めた施業を甲と連携して確実に実施すること。

　　ウ　整備実施後、その結果を甲に報告し、施業の完了について承諾を得ること。

（その他）
第５条　この協定書の履行に必要な事項であって、この協定に定めのないもの及び協定の事項に疑義が生じたときには、甲、乙が協議して定めるものとする。
　　この協定の締結を証するため、この協定書を２通作成し、甲、乙、それぞれ記名押印の上、各自その１通を保有する。
　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙
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